











































































































































































































































































































































































































































































































PRKOSNA PESMA Dobrica Erie 
Ja Rab Bozji 
Srbin sa prosedom bradom 
izjavljujem dragovoljno 
kroz lance i zicu 
pred svedocima 
silom， mukom i nepravdom 
da sam kriv i da priznajem krivicu! 
|くrivsam sto sam neko 
a ne niko i netlくO
Kriv sam sto u doba opsteg srbobrsta 
idem u pravoslavnu crkvu 
doduse poretko 
i sto se krstim ovalくO
5 tri prsta! 
Kriv sam sto jesam 
a treba da nisam 
|くrivsam odavno 
sto stojim uspravno 
i gledam u nebo， umesto u travu 
Kriv sam sto se drznuh protiv krivde 
|くrivsam sto opet slavim svoju krsnu slavu! 
lくrivsam sto piきemi Citam eirilicom 
|くrivsam sto pevam， smejem se i psujem 
a ponekad i lajem 
Kriv sam i priznajem 
da ne znam sto znam i da znam sto ne znam 




(pre nego sto se zacenem od smeha) 
1くrivsam tvrdoglavac 
sto sam Pravoslavac 
i Svetosavac i sto ne verujem 
u sveti zlocin i oprostaj greha! 
Ako to priznam da sacuvam glavu 
izgubieu casni krst i krsnu slavu 
Ako ne priznam crno mi se pise 
ceo svet ee na moju Zemlju da kidise 
Rulje bivsih Ijudi lopova i golja 
とoporirobota i drugih monstruma 
kidisace na moje voenjake i polja 
i na moju belu kueu pored druma 
oko koje kao najlepce odive 
cvetaju tresnje， jabuke i sljive. 
Pa evo 
priznajem i to 
za spas roda 
Ja vise ne postojim 
skinite me s'liste 
Ja sam od sad samo 
vazduh， svetlost i voda 
tri elementa koja va円1koriste. 
A ovo sto pred vama govori i hoda 
to je ono sto vi od mene stvoriste! 
阿ojaruzna slika 
ozverena lika 
koju umnozavate u veceri i jutra 
to je slika vase svesti i podsvesti 
to nisam ja， spolja 
to ste vi -iznutra! 
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M吋dusmaninesa hiljadu ruku 
5 hiljadu slugu i sluskinja lazi 
ubrao si mi sunce ko jabuku 
i radost cistu ko bulku u razi. 
M句iee potomci piti jed iとemer
a tvoji vee piju gorku medovinu 
za krvav novac kojim punis cemer 
rasprodajuei moju djedovinu. 
Usud ee ti ludacku kosulju obuei 
i tada ee se malo razdaniti 
il ee planeta od sramote puei 






























Rulje bivsih Ijudi 
ubica i golja 
とoporirobota i drugih monstruma 
palacaju na tvoje voenjake i pOりa
i na moju belu kueu pored druma 
oko koje kao najlepse odive 
cvetaju lipe， jabuke i sljive. 
Sta ee ovde dzihadlije 
krstasi， farmeri 
koji Ti cerece sinove i keeri 
Mora da su cule belosvetske bande 
da imaju zlatna srca 
pa ih vade 
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da ih presade u sopstvene grudi 
ne bi li i oni tako bili Ijudi. 
Gospodo tuzioci suci i dzelati 
ispisali ste mi svoje zapovesti 
po zenicama najfinijem staklu 
Sto teze zivim， lakse eu umreti. 
Zasli ste mnogo u noe poodmaklu 
ali uzalud eete lincovati 
najgostoljubiviji narod na planeti 
(zbog cega eete goreti u paklu) 
jer Ljudsko Srce 
とudonad cudima 
neee da se primi u vasim grudima! 
Mi se ne plasimo sm代i
crne vuge 
vee ropslくogzivota i bolesti duge 
Smrt je cesta pojava medj nama Srbima 
kao sto su proleee， leto， jesen， zima. 
1 nりestrasnije 
pogotovu danju 
od suse， poplave， zemljotresa， mraza 
kad je covek sretne na svome imanju 
okadjene duse i svetla obraza. 
Zlonamernici 
siti i maniti 
sve mi zabraniste u rodjenoj kuei 
al ne moze mi niko zabraniti 
da pevam i da se smejem umiruei 
a to se vama vise ne dogadja 
ni kad svadbujete 
ni kad va円、 seradja! 






















Ja cu da gledam 
a vi zazmurite 
inace ee vam se oCi rasprsnuti 
od sjaja mog lica 
Samo， pozurite 
sto pre me razapnete 


























































































セルビア歴史の終わり・ 日本文化との接削!を通して新しいイ子夜次元を求めて (クリチュコヴィチ ・ダリポル)
ペロベロと舌を出し、
君の果樹園や畑を粗い、
華麗な女神のごとき花を咲かす桜やりんご、プラムに閉まれた
道端に建つ真っ白な我が家を狙っている。
君の息子たちと娘たちを八つ裂きにする。
このジハードの戦士、
十字軍戦士、
アメリカの輩は
一体この地で何をしているのか。
どこの馬の骨とも分からない盗賊が聞きつけたのだろう、
この闘の子供たちには金の心がある、と。
えぐ
その心を扶り出して、
自らの胸に移しかえれば、
自分たちもやっと人間になれるとでも思っているのか。
検祭官、
裁判官、死刑執行人の皆々方、
最も繊細なガラスである、我が睦には、
お前らの判決が刻まれている。
けれど、 辛い人生ほど、死することもまた楽だ。
お前らは暗闇にもう深入りしているが
世界一親切なこの民族を皆殺しにしても、
(これこそ燃える地獄に落ちる罪だけれども)
すべて無駄だ。
奇跡中の奇跡である人間の心というものは、
お前らの胸に移しでも、そううまくは育たない。
真っ黒な鳥の死など
我らは怖くなんて，思わない。
いや、怖いのは奴隷としての暮らしと治らぬ病。
我らセルピア人の聞では、死も四季の移ろいのように、
ごく普通のことだ。
特に、自分の持つ一筆の土地で、
乳香で清められた心と潔白な顔で、出会った白昼の死は
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かんばっ
皐魁、洪水、地震や霜なんかより
つゆほど
銘li¥も'怖くはない。
ひもじさを知らない、身勝手な悪党どもよ、
我が家とはいえ、お前らは我に全てを禁じたのだな。
けれど、歌ったり、笑ったりしながら、
死んでいくのは、我の勝手だ。
歌ったり笑ったりは、お前らは、
結婚する時にも、
子供が生まれた時にも、
もうしないのだよな。
串刺し刑や絞首刑だけはやめてくれ。
我を山の上で疎刑にしてくれ。
お前らの祖たちが、我の祖、
ナザレのキリストを十字架へ礁にしたように。
我は口を見聞くが、
お前らは目を閉じよ。
そうしないと、我の顔の|位しさで
お前らの日は潰れてしまう。
ただ、早くしろ。
早く傑にしてくれれば、
それだけ、我は早く復活するのだから。
(ダリボγレ・クリチュコヴイチ訳)
本稿の内容に因む最近の動向
以上のお話は、セルピア民族全体が巻き込まれた、歴史の大事件であったコソボの戦い(14
世紀)とそれにまつわる神話的な自国歴史観への言及と、これもまた国民全体が巻き込まれは
しましたが、その中の一人である「私」が日本文化との接触を通して考察・再認識した旧ユーゴ
内戦の個人的な経験を組み合わせて述べてみたものです。一|主lが国際社会に持つ位置づけと、
世界中の一個人の存在とは決して同次元の現象として扱えないのは言うまでもないことです。
しかし、戦争を伴う国の崩壊が故郷と家の喪失につながり、こうした経験への意識を涼めてい
くにしたがい、「自己Jの再編成を余儀なくされた私は自分の存在が置かれている空間の再編成
にも取り組むと同時に、国名のみあって実際には空洞化した国家というものへの信頼低下、対
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外関係の不安定と模索ぶりには、セルピアを覆い尽くして久しい何物かの不気味な息吹を感じ
ています。戦争や制裁などの災難が終わり、もう国が発展と改革の途についたと思いきや、先
日物事は国をまた過去へと引きずり込むような展開となってしまいました。今回もまたほかで
もなく、常にセルピア人の歴史観・口己同一性の底流にあった「コソボ」の問題がきっかけとなっ
たのです。
米国の率いる国際社会との対立を徹底させて、昔からセルピアの領土であるコソボの独立国
家としての国際的な承認につながるNATOによるセルピア空爆を、無条件降伏も同然の停戦協
定で終わらせたミロシェピッチ大統領 (当時)の政権が崩壊したのも、今や一二昔前のことです。
民族的なアイデンティティーの中核をなす中世の神話の発祥の地であり、セルピア精神性の揺
りかごであり続けたコソボがこうして本土から奪われ、州内においては数でセルピア人の住民
を大きく上回るアルパニア系住民の統治権がそのまま認められ、かつてのセルビア内自治州が
歴史の皮肉ともいうべき暗転で主権国家になってしまいました。
ところが、アルパニア系住民による「実効支配」の笑態を認めつつも、領有権が依然セルピア
共和国にあり、いずれまた主権回復が可能だという当てにならない期待を、コソボ紛争終結
13年後の現在まで捨てきれないセルビア人も居り、セルピアの現政権としても、国民への配
慮もあって「コソボを諦めたJと解釈できるような言動は極力避けています。セルビアにとって
はEU加盟が死活の問題で一刻も早く達成したい目的だと政権側も強調しているところですが、
不可欠な条件のーっとしては「コソボ国家」との関係改善、要するに「独立という事実」の承認を
要求されているようです。先日ベルギーのブリュッセルで行われ、決裂に終わったセルビア・
コソボの交渉でも、結局はセルピア側が受け入れがたい条件を突きつけられ、強引な合意に調
印できなつかたという、セルピアのこれまでの歴史で何度も見てきた観点から事の次第が説明
されました。しかし、これは複雑極まる政治的な諸問題が絡む、単純化を許さない事案でもあ
りますから、稿を改めて論じるべきです。ここではただ、あくまでも本稿の趣宵に沿って、交
渉が難航し、決裂に追い込まれたことと、その経緯を問民に対して説明するに当たり、 「合理
的な言語の欠乏」にも起因する政権の困惑ぶりについて、もう一度指摘しておきたいだけです。
政権側のその当惑は取りも直さず、自らの現在と将来に閲しては現実に即した合理的な見方が
なかなかできないセルビア人の「脱現実的jな民族性、過去と将来を混同して見分けがつかない
その歴史観をも反映しています。
国家の「今Jを考える時、セルピア人は過去にさかのぼり、現在では通用しなくなった概念と
他国に通じがたい国民感情でもって、自分の立場と世界観を訴えようとする傾向があります。
今回のプリュッセルの交渉の際にも、たとえば国民の将来に当然責任を持つセルビア正教会側
の言説を見ても、コソボの問題はやはりラザル侯をはじめとする、過去の偉大なる先達を模範
に対処していくべきだという昔ながらの主張を固持していることが分かります。これは、セル
ピアの更なる孤立と貧弱化の危険を冒してでも、貫徹すべき伝統的な路線だということです。
古聖たちの示した道を踏み外し、先祖から譲り受けたコソボの聖地を「売却」した「裏切り者Jの
政治家があれば、その不名誉が集合的記憶に残り、永遠に挽回できないという弊告のようにも
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聞こえます。歴史的な一歩を間違えると、囲内の評判が悪くなるのを恐れ、或いはまた売困奴
の;熔印を押されまいとして、このように実際政治・民族神話・自分たちの思惑の狭間にある為
政者は、自主的な責任者として国家の将来に関わる重大な決定をなし得ょうはずはありません。
EU加盟につながるとの期待があった交渉が失敗した原因を説明するその言葉ーのいかにもたど
たどしく、合理性と自信に欠けていることに、大変不安と不甲斐なさを党える人も少なくなかっ
たでしょう。
現政権の代表者は現状を認め、きわめて不利な既存条件のもとで、国際社会にも通じる 「言語J
で、可能な|浪り国益を守りつつ、いかに局面転換を図ってみたところで、新しいセルビアが生
まれる空間は国内外ともにまた‘出来上がっていないらしい。コソボの運命とセルピアの立場の
脆弱さを理解できない国内、国が底無しの泥沼に落ち込んでいるような、同盟国のない (これ
は現首相の最近の言葉)雰囲気が変わらない国外一これは純粋に政治的な問題であると同時に、
もう少し哲学的に考えるならば、国民の不安、その無念と無力の原因が専ら他者とのコミュニ
ケーション不全、健全な「家」の無さにあると言えましょう。
水に落ちて、濡れた衣服が脱げないままに身に纏わり付いているため、泳げるはずの人も泳
げずに、溺れてしまう時のように、セルピアも昔の神話的な空間を脱して、様々な改革も外国
に評価iされているようにも見えるのに、国の存亡にかかわる大事な局面ごとに、 「過去Jの幽霊
がまさに毒気ある蒸気のように湧いてきて、より現実に沿った思考を麻癖させてしまいます。
もっとも、セルビアのすべてが過去 ・現在、ネ11話・現実などの対立事項で説明できるわけで、は
ありません。ところが、過去に拘泥しながら、自国の歴史を理解できず、これからの生活に不
安を覚えながら、未来の展望を見極めようとせず、自|主|の政は自分で取り仕切って干渉は許さ
ないと言いつつ、国家への信頼も自分の明日への自信も持てないという矛盾多きセルピア人の
民族性はまだ十分に研究されていないと思います。明日へ向けて、或いは他者たる国外に向け
て発する「需語」はいまだに発達しておらず、 「家Jに根差す家父長制的な価値観を主張するもの
の、領土が縮み、精神的生活の劣化を伴って次世代に受け継がれていくべき価値もなくなり、
個人と社会を支えていく新しい価値観も誕生ないまま、危機に直面する度に、反射的に既に無
い「過去」に迷い込んでしまうのが、セルピアの現状です。
永遠に過渡的な民族で、その場しのぎの処世術に長けてはいますが、大局的な見方もできま
せんし、 「今jの生き残りに直接役立たない反省もあまりしません。今i=Iさえよければ、明日は
何とかなるというような気楽さは危ないバルカン半島に住んできたセルピア人ならではの生き
残りのための戦略だ、ったかもしれません。
歴史の荒波に容赦なく採まれてきたセルピアですが、その中でも特に大事であり、今までに
連総と続いてきた、 「コソボの存在Jを中心にしたその歴史はもはや終わりを告げていると見て
よいでしょう。19世紀以降、アルパニア系住民の分離主義に苦しんだコソボ居・住のセルビア人
の苦難に満ちた歴史にはここでは触れませんでした。コソボなくしてセルピアの精神文化は考
えられぬものですが、その地域の分離独立とセルピア側が止むを待ずそれを認めることにより、
セルピア人の心、その民族的自意識がどのような影響を受けるかは更に100年を経てから初め
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て考えられるかもしれません。ユーゴスラピア連邦の解体に伴った一連の紛争の末に、中世セ
ルピア王国以来の優越感・自国の歴史への自負とともにコソボへの執着を離れて、諦観を強い
られるセルビア人はどのような将来を迎えていくでしょうか。この点においては、セルビア人
が感心を寄せて尊敬している遠い国一日本に学ぶと ころが多いでしょう。
(2013年5月28日クリチュコヴイチ・ダリボル追記)
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